
静岡県浜松⼟⽊事務所からのお知らせ

遠州灘⼤橋

令和３年12⽉21⽇撮影

現在、津波対策の“最後の要”となる⾺込川の河⼝部で「馬込川水門｣の建設を進めて
います。この⽔⾨建設事業を広く皆様にお知らせし、理解を深めていただく場として
「馬込川水門インフォメーションセンター」を開設しました。
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７ 7⽉ ⽇ （七⼣）にオープンしました︕

センター内は『４つのゾーン』に分かれています︕

「⾺込川⽔⾨インフォメーションセンター」の⾒学は事前予約制（平⽇のみ）です。
対象は浜松市内にお住まいの10名以上の団体で、個⼈では受付しておりません。
※通常は閉館しておりますのでご注意ください。

⽔⾨⼯事ゾーン
VRにより⽔⾨イメージを体感
3Dによる⽔⾨施⼯ステップ映像

⼯事特性ゾーン
鋼管杭の施⼯⼿順や実物⼤のパネル
使⽤材料の展⽰（鉄筋接⼿ほか）

津波啓発ゾーン
津波避難⽅法や津波施設等の説明

津波対策事業・防潮堤ゾーン
整備の経緯と減災効果の説明

宅地浸⽔⾯積を約８割低減
宅地浸⽔深２ｍ以上の範囲を98％減少

浜松市沿岸部の津波対策事業の情報発信基地
⾺込川⽔⾨
インフォメーションセンター 開設

完成イメージ

（単位：ha)
整備後

10ｍ以上 0
5ｍ以上 10ｍ未満 42
2ｍ以上 5ｍ未満 307
1ｍ以上 2ｍ未満 271
0.3ｍ以上 1ｍ未満
0.01ｍ以上 0.3ｍ未満
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⾺込川⽔⾨
インフォメーションセンター



静岡県と浜松市では、津波対策を進めるための寄附を
募集しています。詳しくはホームページをご覧ください。
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【お問い合わせ】静岡県浜松⼟⽊事務所沿岸整備課
TEL：053‐458‐7289 E‐Mail：hamado‐engan@pref.shizuoka.lg.jp
http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke‐890/bouchoutei/

⽔⾨の基礎には、最⼤ ｍの鋼管杭を設置31.5
⾺込川⽔⾨は、想定される中で最⼤クラスの地震・津波に対して、壊れないように
設計されています。⽔⾨を⽀える『鋼管杭』は、最⼤で⻑さ31.5ｍ、直径1.2ｍ、
本数はなんと235本に及びます。

令和４年５⽉2５⽇撮影

80ｔ吊クローラークレーン

全回転型
オールケーシング掘削機

海へ

鋼管杭

防護盛⼟

仮設⽮板

⽔⾨VR映像（⻄側からの眺め）
鋼管杭の断⾯

写真差し替え
⼈を⼊れる

進捗状況写真は、南区役所１階と県浜松総合庁舎１階にも展⽰しています。
また、静岡県浜松⼟⽊事務所ホームページでもご覧いただけます。

３⽉から鋼管杭の施⼯をはじめ、６⽉末現在153本の打設が完了しています。

1.2ｍ

令和４年６⽉２３⽇撮影

遠州灘⼤橋

⽔⾨建設現場

海へ

県⺠の皆さんに広く⾺込
川⽔⾨を知っていただく
ため「静岡どぼカード」
を発⾏しました。
視察やイベント等で配布
します。

⾺込川⽔⾨の「静岡どぼカード」を発⾏しました︕

鋼管杭
L=31.5m


